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H ～ H

②
目
的
・
概
要

計
画
額

その他

100千円

9,300千円

一般財源

県支出金

地方債

11,800千円

9,300千円

2,400千円
100千円

平成２７年度 平成２８年度
・里山・竹林生活環境保全支援事業　５団体
・安全な通学路整備事業　６箇所
・森と木材のふれあい事業
　　　森の講座の開催　１回（３日コース）
　　　木育教室の開催　３回
　　　亀山の森を紹介するＤＶＤの作製
　　　森の学校屋外編　間伐体験等　３回
　　　森の学校屋内編　木工教室　３校（市内中学校）
・かめやまの木づかい支援事業　９施設
・緑あふれるまちづくり支援事業　５協議会、３工場・事業所
　

・里山・竹林生活環境保全支援事業　５団体
・安全な通学路整備事業　４箇所
・森と木材のふれあい事業
　　　森の講座の開催　1回（３日コース）
　　　木育教室の開催　３回
　　　亀山の森を紹介するＤＶＤの作製
　　　森の学校屋外編　間伐体験等　３回
　　　森の学校屋内編　木工教室　３校（市内小学校）
・かめやまの木づかい支援事業　１８施設
・緑あふれるまちづくり支援事業　４協議会、５工場・事業所
*一部みえ森と緑の県民税市町交付金基金を活用して事業を実
施する。

9,400千円

基 本 施 策

施 策 の 方 向

03:健康で自然の恵み豊かな環境の創造

04:自然との共生

02:森林・里山・農地の保全

事業予定期間 年度

市民、市内工場・事業所、公共的施設管理者

目 06:林業振興費

会計 01:一般会計

款 06:農林水産業費

項 01:農林水産業費

財
務
科
目戦略ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄ -

主な根拠法令要綱等

一般財源

9,400千円

92千円

①
基
本
事
項

みえ森と緑の県民税市町交付金事業実施要領（三重県）

施
策
体
系

26 30

事業費

国庫支出金

部名 環境産業部

室名 森林林業室

計画コード 事業名

26004 みえ森と緑の県民税市町交付金事業

目
的

対象

概
要

　「みえ森と緑の県民税」の市町交付金を受け、「災害に強い森林づくり」、「県民全体で森林を支える社会づくり」を実
現するために、平成26年8月に策定した「みえ森と緑の県民税市町交付金活用計画」に基づき、「里山・竹林生活環境
保全支援事業」「安全な通学路整備事業」「森と木材のふれあい事業」「かめやまの木づかい支援事業」「緑あふれるま
ちづくり支援事業」を行う。

　「みえ森と緑の県民税」の市町交付金を受け、「みえ森と緑の県民税」の導入の趣旨である「災害に強い森林づくり」、
「県民全体で森林を支える社会づくり」を実現するために、市町が創意工夫した森林づくりの施策を展開する。

基本施策の大綱

101千円

年
度
別
事
業
計
画

期間内総事業費（H27・H28)① 21,200千円 期間外事業費(H29以降)② 32,200千円 総事業費　（①＋②） 53,400千円

③
　
事
業
の
計
画

12,060千円

9,308千円 9,559千円

2,400千円

予
算
額

事業費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他

④
指
標

計画値 5 5 5

単位 団体 団体 団体

計画値

活
動

活
動

活
動

活
動

③
計画値 9 18 －

単位 施設 施設 －

620

④

名称 緑化活動実施団体、工場・事業所数

補足
緑化活動を実施する地域まちづくり協議会や工場・事業所等
の数

①

名称 里山・竹林整備実施団体数

補足
里山・竹林整備を実施する森林保全団体等の数

②

名称 森と木材のふれあい事業参加・対象人数

補足
森の講座、森の学校屋外編・屋内編、木育教室の延べ参加者
数

名称 亀山市産材の家具導入施設数

補足
亀山産材で製作される木製家具を導入する公共的施設数

計画値 8 9 32

単位 団体・社 団体・社 団体・社

平成２７年度 平成２８年度 (参考・平成２９年度）

720 720

単位 人 人 人



事務事業評価シート

①
②
③

臨時職員人件費 ④
⑤

①
⑥

【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 森林林業室長　村田　博

総コスト 13,911

⑤
事
業
の
評
価

総合判定
　「みえ森と緑の県民税市町交付金活用計画」に基づき、市民全体で森林を支える社会づくりを目的として、事業を通し
て、市民や特に子どもたち、市民団体等に「みえ森と緑の県民税」導入の趣旨、森林整備の必要性、地域の木材の良
さ、緑化への取組みを伝えることができた。 Ｂ

まずまず進んだ

　平成２６年４月に「みえ森と緑の県民税」が導入されてから３年が経ち、「みえ森と緑の県民税市町交付金活用計画」に基づき市民団
体や公共的施設に対し補助金を交付したり、イベントを開催して市民の森林や木材に対する意識や関心を高めてきたが、もっと多くの
市民に伝えていく必要がある。
  また、地域まちづくり協議会や企業からの「緑あふれるまちづくり支援事業」の申請が、計画値より少なく、さらにＰＲする必要がある。

　「みえ森と緑の県民税市町交付金事業」の実施前、実施中、実施後に市広報やホームページ、新聞紙面や自治会の回覧等により周
知することで、森林や木材に対する市民等の意識や関心を高めていく。

事業目的の妥当性：

0 受益者負担額 0

前年度からの繰越額 0 0
総人件費 3,662

一般財源 2,500 101 0

0 所要人員 0.50

再
掲

翌年度への繰越額

その他 2,400 690 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

事業費 11,800 12,060 10,249 一般職員人件費 3,662 平均給与額×③
計画額 予算額 決算額

人
件
費

総人件費

県支出金 9,300 9,559 9,559 0

3
単位 団体・社 団体・社

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
・里山・竹林生活環境保全支援事業　５団体
・安全な通学路整備事業　４箇所
・森と木材のふれあい事業
　　　森の講座の開催　1回（３日コース）
　　　木育教室の開催　３回
　　　亀山の森を紹介するＤＶＤの作製
　　　森の学校屋外編　間伐体験等　３回
　　　森の学校屋内編　木工教室　３校（市内小学校）
・かめやまの木づかい支援事業　１８施設
・緑あふれるまちづくり支援事業　４協議会、５工場・事業所
*一部みえ森と緑の県民税市町交付金基金を活用して事業を実施する。

・里山・竹林生活環境保全支援事業　市内９団体支援
・安全な通学路整備事業　３箇所整備
・森と木材のふれあい事業
　　森の講座の開催（チェーンソー講習）１回開催　延べ２８人参加
　　木育教室の開催　イベント３回出展　２０７人参加
　　森の学校屋外編　イベント２回開催　２８９人参加
　　森の学校屋内編　市内３小学校で木工教室を開催　２７０人参加
・かめやまの木づかい支援事業　市内１３学童保育所の木製家具導入を
  支援
・緑あふれるまちづくり支援事業　緑化活動に取組んだ３団体を支援
＊一部、みえ森と緑の県民税市町交付金基金を活用して事業を実施

事
業
費

④

名称 緑化活動実施団体、工場・事業所数 計画値 8 9

補足
緑化活動を実施する地域まちづくり協議会や工場・事業所等の数 実績値 3

3,662

国庫支出金

補足
亀山産材で製作される木製家具を導入する公共的施設数 実績値 5 13

単位 施設 施設

794
単位 人 人

名称 森と木材のふれあい事業参加・対象人数 計画値 620 720

補足
森の講座、森の学校屋外編・屋内編、木育教室の延べ参加者数 実績値 837

里山・竹林整備を実施する森林保全団体等の数 実績値 7 9
単位 団体 団体

③
指
標

２７年度 ２８年度

①

名称 里山・竹林整備実施団体数 計画値 5 5

補足

③

名称 亀山市産材の家具導入施設数 計画値 9 18

②

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民、市内工場・事業所、公共的施設管理者

目
的

　「みえ森と緑の県民税」の市町交付金を受け、「みえ森と緑の県民税」の導入の趣旨である「災害に強い森林づくり」、「県民全体で森林を支え
る社会づくり」を実現するために、市町が創意工夫した森林づくりの施策を展開する。

概
要

　「みえ森と緑の県民税」の市町交付金を受け、「災害に強い森林づくり」、「県民全体で森林を支える社会づくり」を実現するために、平成26年8
月に策定した「みえ森と緑の県民税市町交付金活用計画」に基づき、「里山・竹林生活環境保全支援事業」「安全な通学路整備事業」「森と木材
のふれあい事業」「かめやまの木づかい支援事業」「緑あふれるまちづくり支援事業」を行う。

施策の方向 02:森林・里山・農地の保全 項 01:農林水産業費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ - 目 06:林業振興費

施
策
体
系

基本施策の大綱 03:健康で自然の恵み豊かな環境の創造 財
務
科
目

会計 01:一般会計

基本施策 04:自然との共生 款 06:農林水産業費

Ｈ28(主要事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 環境産業部

26004 みえ森と緑の県民税市町交付金事業 室名 森林林業室


